
京都私立病院協会嚥下食一覧表

施　設　名

学会分類
2013（※）

食事の名称 形態 食事の特徴 写真

0ｊ 嚥下困難食Ⅰ
嚥下困難食Ⅱ

ゼリー状

絶食からの開始の場合や嚥下状態を
見るときに適する。
主食と副食がそろった食事ではなく、嚥
下困難食Ⅰは１日１食（昼）、Ⅱは１日
２食（昼・夕）を提供する。

0t （設定なし）

1ｊ ゼリー食 ゼリー状
ソフトリッチ、栄養剤のゼリー、粥ｾﾞﾘｰ
などを１日３食提供する。

2-1

2-2

3 （設定なし）

4 嚥下困難食Ⅳ

みじん切り＋あんか
け
（主食はミキサー粥、
粥、米軟より選択）

みじん切りにした調理済み食材にあん
かけをし、口腔内でばらけにくくしてい
る。

京都武田病院

流菜
嚥下困難食Ⅲ

ペースト状
（主食はミキサー粥、
粥、米軟より選択）

肉や魚、野菜などをミキサーにかけ、ト
ロミ付けしたものが流菜。さらに、口腔
内で切りやすいように、（付着性が低く
凝集性が高い）くず粉で固めたものが、
嚥下困難食Ⅲである。
肉や魚をトロミ付けしたものは２－２と
なり、野菜に関しては２－１であり、混
在している。


